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　介護や支援業務の基礎となる資格取得を目指す講座で、介護の技術や理念
の基礎をしっかりと学び、身につけることができます。介護系で最初に取得す
る資格として最適です。

　全国的に導入が進められている介護助手を安芸高田市でも導入します。今後、市社協では介
護助手養成のための研修を開始予定です。

福祉や介護の事業所で、専門職（福祉・介護職員など）をサポートする職種
です。介護の資格がなくても働くことができ、部屋の掃除や配膳、ベッドメ
イキングなど、福祉や介護の周辺業務を手伝っていただきます。

未経験者にもわかりやすい講義や実技
演習で、業務に必要な基礎知識や技術
を身に付けることができます。

訪問介護ができるようになるので、家
庭環境などに合わせた短時間勤務で業
務に携わることもできます。

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行されています

もくじ

介護職員初任者研修

介護助手を導入します
福祉・介護職員の負担軽減のため

短時間就労知識・経験不問

対　　象 安芸高田市に住民票がある方

定　　員

実施場所

15名　※先着順

ふれあいセンターいきいきの里 （吉田町常友1254-15）

受講期間 14日間

受 講 料 10,000円　※消費税、テキスト代込み
申し込み 安芸高田市社会福祉協議会 介護支援課 ☎47-1133

 総務課 ☎42-2941

介護助手
とは
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美土里町北地域で始まった移動販売サービスを利用する皆さん

お知らせ
令和4年度も
開催予定

安芸高田市社会福祉協議会

◆ 令和3年度事業報告
◆ 災害ボランティアセンター資材倉庫を整備しました
◆ 地域福祉会議の取り組み紹介
◆ まごころ
◆ お知らせ
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訂正とお詫び 社協だよりNo.73の4ページ「委員紹介」５段目の会議名「向原地域福祉
会議」が表記されていませんでした。訂正してお詫び申し上げます。
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令和
3年度 事 業 報 告

基 本 理 念

●福祉・介護人材確保等総合支援協議会を開催
●介護職員初任者研修を実施(13名が受講し、
全員が修了試験に合格）

●地域の担い手を創出するために事業を継続

「 ともに支えあい、心豊かに 」

地域福祉と在宅福祉の融合
地域共生社会づくりの強化

人つながりと地域づくりの強化
●新たに3地域（高宮・甲田・向原）に地域福祉
会議を設置

●社協情報誌を作成し、会員へ配布

●認知症予防・権利擁護等を目的としたパンフ
レットを作成

●福祉・介護の出前講座を実施
●介護や医療、福祉などさまざまな相談に対し
て関係機関と連携

●福祉サービス利用援助事業「かけはし」にお
いて、定期的な支援と、関係機関と連携した
専門的な支援を実施

●利用施設等の衛生管理や利用者・職員の体
調管理等を実施

●ふれあいセンターこうだを介護拠点として機
能強化

●感染症や自然災害下の事業継続を図るた
め、事業継続計画（BCP）策定ワーキング会
議を開催

●地域包括支援センターの普及・啓発を目的
とした広報誌「包括だより」を発行

●民生委員や関係機関と連携し、地域課題の
解決に向けた支援を実施

●「地域福祉会議」との協働、連携を強化
●委託事業所との連携を強化し、適切な介護
保険サービス等の利用調整、支援を実施

第2次中期経営計画(地域福祉活動計画)3年度目にあたる令和3年度は、
「地域福祉と在宅福祉の融合」「福祉の開拓者として」の

2つを基本方針に掲げ、事業を推進しました。組織経営の強化
●社協事業の適正な運営のため、理事会、評議
員会、各部会等を開催

●Web会議を活用してさまざまな研修に参加
●社協内部での研修を定期的に実施

事務組織の強化

法令遵守等体制の整備
●働き方改革（同一労働同一賃金など）の整備
に伴い、就業規則や給与規程を見直し

●「3密をさける」「手洗い、マスク着用」「不要
不急の外出を避ける」などの感染症マニュア
ルに基づいた対策を実施

新型コロナウイルス感染症対策

権利擁護支援体制の強化

地域包括支援センターの充実と強化

他団体との連携

相談機能の強化

介護保険事業の充実と強化

資金収支決算報告

福祉の開拓者として
社協組織と財政基盤の強化

支出

（単位：円）

527,607,057
合計

収入

（単位：円）

527,607,057
合計

前期末支払資金残高
119,958,366

当期末
支払資金残高
132,511,233

法人運営事業
104,141,718

地域福祉事業
46,668,403

貸付事業
538,050

本所事業所
（介護保険）
24,370,731

吉田事業所
（介護保険）
29,718,005

甲田事業所
（介護保険）
113,222,730

施設管理事業
14,375,400

地域包括
支援事業
62,060,787

会費収入　4,414,500
寄附金収入　10,792,181

経常経費補助金収入
65,073,886

受託金収入
80,495,247

事業収入
5,663,002

負担金収入
3,250,832

介護保険事業収入
202,545,614

障害福祉
サービス等
事業収入
10,371,860

その他の収入
3,270,629

その他の活動
による収入
21,770,940

実施事業

実施事業

社会福祉事業
318,659,637

公益事業
76,436,187
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家電販売・電気工事・水道工事

安芸高田市向原町坂143-1

TEL46-2118 FAX46-4019

高橋電機 向原

SHAKYO DAYORISHAKYO DAYORI

3K“もしも”に備える「 防災の　　　」

“もしも”に備える「 持ち出し品 」

3K

　昨年の8月の大雨災害では、河川の氾濫や土石流
などで甚大な被害が発生しました。市社協では大雨
災害発生後、安芸高田市災害ボランティアセンター
を設置し、ボランティアの皆さまにご協力をいただ
きながら、被災者の生活復興に向けた支援活動を

万が一災害が起こった時にス
ムーズに対応ができるよう、倉庫
内には災害ボランティア活動の
際に必要となるスコップや一輪
車、送風機などを整備しました。

被災地でのボランティア活動を円滑に進める
ため、災害時に設置される拠点。近年では、大
きな災害に見舞われたほとんどの被災地で
立ち上げられ運営されています。

災害ボランティアセンター

考える
Kangaeru

Kizuku

Koudou

気付く

行動する

主な役割

家屋の片付け、避難所
での手伝いなど、被災
者の暮らしのニーズを
収集します。

情報の発信と、活動を
希望するボランティ
アの受け入れを行な
います。

ニーズの把握 受け入れ

ニーズにあわせて必要
なボランティアの人数
などを調整します。

管理している資機材
から必要なものを貸
し出します。

マッチング 資機材の貸し出し

“何から逃げるか”  ハザード
マップで確認し、警戒区域に
近ければ自分も危険と考えま
しょう。

“いつもと違う”  に気付くた
め、避難スイッチを日ごろから
入れておきましょう。

警戒レベルに応じて早めに
避難しましょう。

今までにない雨の降り方、
小石が混ざった山水、普段
流れていないところからの
流水などには要注意！

レベル5（災害が発生・
切迫している状況）は
逃げ遅れ！

安全な避難場所を
3か所くらいは想定して
おきましょう

避難が長期化して手
持ちの処方薬が切れ
てしまうことがあり
ますので「お薬手帳」
も忘れずに！

行ないました。その経験を踏まえ、災害ボランティア
用の資機材の保管管理のため、新たに安芸高田市
社会福祉協議会災害ボランティアセンター資材倉
庫を設置しました。

水
食品

防災ヘルメット・防災ずきん
衣類・下着
レインコート
懐中電灯
携帯ラジオ

ペン・ノート
紐なしのズック靴
お薬手帳

予備電池・携帯充電器
マッチ・ろうそく
救急用品
使い捨てカイロ
ブランケット
軍手
洗面用具
タオル

ご飯、レトルト食品、ビスケット、
チョコ、乾パンなど、最低3日分

補聴器
持病の薬

マスク
手指消毒液

紙パンツ
杖
入れ歯・洗浄液

高齢の方がいる家庭 感染症対策

円滑な
ボランティア
活動のために

災害ボランティアセンター災害ボランティアセンター
資材倉庫を
整備しました
資材倉庫を
整備しました

●事前登録災害ボランティアを募集しています。  詳しくは、地域福祉課  電話・お太助フォン：47-1131
※「首相官邸ホームページ」より抜粋
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軍手
洗面用具
タオル

ご飯、レトルト食品、ビスケット、
チョコ、乾パンなど、最低3日分

補聴器
持病の薬

マスク
手指消毒液

紙パンツ
杖
入れ歯・洗浄液

高齢の方がいる家庭 感染症対策

円滑な
ボランティア
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災害ボランティアセンター災害ボランティアセンター
資材倉庫を
整備しました
資材倉庫を
整備しました

●事前登録災害ボランティアを募集しています。  詳しくは、地域福祉課  電話・お太助フォン：47-1131
※「首相官邸ホームページ」より抜粋
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吉田町の集いの場、空白地域を調査し、空白地域に
ふれあいサロンやお茶の間サロンが9か所立ち上が
りました。見守りや社会参加、支え合いの基盤づく
りにつながっています。

　令和3年度から市内全町に設置
された地域福祉会議では、地域住
民の皆さんが安心して暮らし続け
ることができるようにさまざまな
取り組みを行なっています。

吉田地域福祉会議

● 本会への寄附金については所得税法による寄附金控除が受けられます。
● 寄附者ご本人の承諾のもと氏名等を記載しています。（敬称略）

次の皆さまから、あたたかいご寄附をいただきありがとうございました。
お寄せいただきましたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。

令和4年4月1日～6月30日

ふれあいサロン中馬の様子
なかま

作成したリーフレットは八千代地域の全戸に配布しました

支え合いの基盤を通じた
高齢者の見守り活動を推進します。

今後予定
している活動

サロン参加者（246名）に困りごとに関するアンケー
トを実施し、困りごとの解決につながるリーフレット
を作成しました。

八千代地域福祉会議

高齢者世帯や一人暮らし世帯の
見守り活動を強化していきます。

今後予定
している活動

美土里町全域の75歳以上の方（496名）に困りごと
アンケートを実施し、その結果を基に作成した「困り
ごと相談ダイヤル一覧表」を配布しました。

美土里地域福祉会議

「きんさいサロン」での移動販売の様子

買い物支援や配食支援の地域資源を
調査し、サービスの普及啓発や、
取り組みにつなげます。

今後予定
している活動

地域福祉会議
取り組み

の

紹介
吉　田 八千代 美土里

今回は

一
般
寄
附

香
典
返
し
に
か
え
て

寄
附
者
／
行
政
区
／
故
人

●
高
宮
町

高
宮
真
宗
聞
法
の
会 

（
高
齢
者
福
祉
）

●
向
原
町

坂
１
区  

１
班 

（
社
会
福
祉
活
動
）

●
甲
田
町

下
岡
多
美
枝 

（
社
会
福
祉
活
動
）

匿
名
　
１
名 

（
社
会
福
祉
活
動
）

●
吉
田
町

広
島
北
部
農
業
協
同
組
合

 

（
マ
ス
ク
　
４
０
０
０
枚
）

な
か
が
わ
石
材
店 

（
社
会
福
祉
活
動
）

匿
名
　
１
名 （
安
芸
高
田
市
災
害
支
援
）

匿
名
　
１
名 

（
社
会
福
祉
活
動
）

●
吉
田
町

寺
本
美
佐
子 

山
手
西 

寺
本
　
秀
子

餅
川
　
文
夫 

小
　
　
草 

餅
川
チ
エ
ミ

光
永
　
和
枝 

徳
　
　
田 

光
永
　
良
人

山
下
　
泰
希 

山
手
中 

山
下
　
忠
行

地
西
　
栄
子 

下
国
司 

田
川
　
テ
イ

村
田
　
一
明 

一
丁
目 

村
田
ナ
ツ
エ

丸
重
ま
さ
み 

三
丁
目 

丸
重
　
悦
子

村
田
　
春
幸 

太
郎
丸
下 

村
田
　
静
江

河
口
ス
ミ
ヱ 

下
竹
原 

沖
田
　
修
治

大
田
千
津
子 

徳
　
　
田 

大
田
　
保
人

一
木
　
里
江 

竹
原
上 

永
末
ア
サ
エ

中
井
　
琴
志 

山
　
　
部 

中
井
ハ
ル
ヱ

下
村
千
恵
子 

市
場
中 

松
川
　
幸
子

平
佐
　
純
子 

二
丁
目 

田
坂
オ
チ
ヅ

重
原
　
泰
典 

五
丁
目
中 

重
原
　
　
進

●
八
千
代
町

早
岡
　
充
子 

中
の
谷 

早
岡
　
正
親

大
脊
戸
春
夫 

下
土
師
上 

大
脊
戸
フ
サ
ヱ

叶
丸
　
一
雅 

宮
の
下 

叶
丸
サ
ツ
エ

浮
田
　
睦
己 

五
郎
丸 

浮
田
　
輝
義

蒲
原
　
清
美 

末
　
　
石 

蒲
原
邦
比
古

日
高
美
世
子 

寺
の
下 

日
高
　
達
己

山
本
　
正
春 

中
佐
々
井 

山
本
　
康
三

大
下
　
嘉
治 

下
土
師
上 

大
下
喜
久
枝

山
﨑
　
正
明 

下
土
師
中 

堀
内
　
芳
男

岡
崎
　
義
省 

化
正
面 

岡
崎
貴
久
江

●
美
土
里
町

長
井
　
　
敏 

出
　
　
店 

長
井
　
逸
登

永
井
　
初
男 

下
　
　
郷 

永
井
キ
ヨ
コ

三
上
　
寿
和 

寺
　
　
川 

三
上
　
正
浩

佐
々
木
　
博 

雁
子
原 

佐
々
木
孝
子

平
野
　
顕
壯 

中
北
蔭
地
下 

平
野
　
信
江

岩
口
　
和
昭 

亀
　
　
谷 

岩
口
　
敏
子

六
箱
　
晴
彦 

寺
　
　
川 

六
箱
須
美
子

佐
々
木
雅
次 

塩
瀬
日
南
上 

佐
々
木
隆
治

立
川
チ
ヱ
子 

塩
瀬
日
南
上 

立
川
喜
佐
江

毛
利
　
友
之 

北
　
　
市 

毛
利
　
真
之

戸
田
　
諭
志 

有
　
　
藤 

戸
田
サ
ト
ノ

松
本
美
智
子 

下
　
　
郷 

金
川
サ
ト
ヨ

●
高
宮
町

木
村
　
次
夫 

柆
　
　
原 

木
村
　
邦
子

岡
田
ヱ
ミ
コ 

上
式
敷 

岡
田
　
正
義

今
井
　
寿
夫 

す
だ
れ 

今
井
　
清
人

上
野
　
　
将 

土
居
谷 

上
野
　
　
司

福
島
　
雅
子 

上
沖
城 

加
藤
ヤ
ス
ヱ

末
廣
　
子
暢 

叶
谷・日
原 

末
廣
　
三
男

本
清
　
秀
則 

信
　
　
木 

本
清
　
文
雄

藤
原
　
彰
典 

志
部
府 

藤
原
　
公
夫

末
廣
　
早
苗 

上
梶
矢 

今
井
　
　
満

長
行
　
孝
治 

田
屋
郷 

長
行
カ
ズ
コ

中
原
　
克
己 

栃
　
　
原 

中
原
ヨ
シ
ミ

下
西
　
鈴
枝 

下
福
田 

加
藤
ユ
キ
ヱ

住
近
　
一
則 

勘
　
　
部 

住
近
　
浪
子

●
甲
田
町

藤
井
　
敏
弘 

中
山
田 

藤
井
　
實
子

湧
本
　
文
紀 

下
　
　
庄 

湧
本
　
文
生

平
岡
　
信
江 

下
長
屋 

平
岡
　
正
美

増
本
　
信
子 

火
の
谷 

増
本
　
忠
行

三
重
　
克
則 

下
吉
田
口 

三
重
　
忠
義

大
前
　
孝
行 

上
法
恩
地 

大
前
美
智
子

常
友
　
良
則 

上
法
恩
地 

常
友
イ
ツ
コ

田
川
　
忠
昭 

余
　
　
谷 

田
川
　
大
輔

米
重
か
お
り 

高
田
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン 

米
重
　
　
香

上
西
　
日
丸 

西
の
谷 

上
西
　
益
子

福
川
　
義
照 

井
才
田
２
班 

福
川
マ
サ
子

平
栗
　
雄
二 

観
　
　
音 

平
栗
　
　
強

前
川
　
清
隆 

下
長
屋 

前
川
　
民
也

田
村
　
政
司 

青
　
　
迫 

田
村
　
幸
子

麻
原
　
重
樹 

中
　
　
市 

麻
原
　
宮
子

和
田
　
明
子 

上
　
　
市 

和
田
　
一
雄

杉
谷
　
数
登 

火
の
谷 

今
村
　
芳
之

中
野
　
敬
子 

宮
　
　
崎 

宗
川
須
磨
子

政
森
　
和
雄 

大
　
　
浜 

政
森
　
文
子

新
宅
　
敦
彦 

平
　
　
和 

新
宅
　
常
子

●
向
原
町

元
岡
　
利
晴 

坂
16
区 

元
岡
テ
ル
コ

鳴
石
　
哲
也 

坂
３
区 

鳴
石
　
國
夫

川
野
　
末
美 

坂
５
区 

松
村
　
祀
治

小
竹
伊
津
美 

坂
３
区 

中
本
　
雪
美

藤
川
　
正
博 

戸
島
１
区 

藤
川
　
昭
子

塚
田
　
洋
介 

保
垣
３
区 

塚
田
　
笑
子

篠
﨑
　
昭
文 

保
垣
２
区 

篠
﨑
フ
サ
ヨ

田
村
　
　
満 

有
留
４
区 

田
村
ハ
ル
コ

粟
森
智
冨
子 

有
留
７
区 

粟
森
　
剛
壯

三
好
　
勝
也 

戸
島
９
区 

三
好
千
津
子

末
重
　
克
子 

戸
島
３
区 

末
重
　
武
彦

中
邑
　
明
子 

坂
１
区 

中
邑
　
　
誠

丹
羽
ヱ
ミ
子 

坂
２
区
本
通
上 

丹
羽
　
啓
祐

竹
　
　
一
枝 

戸
島
２
区 

竹
　
不
二
雄

雛
田
　
和
博 

長
田
４
区 

雛
田
　
　
隆

●
匿
　名
　 

２
名

今
号
よ
り
項
目
の
並
び
順
が
変
わ
り
ま
し
た
。

【 

寄
附
者 

↓ 

行
政
区 

↓ 

故
人 

】



7 6

広島県安芸高田市八千代町下根578

SHAKYO DAYORISHAKYO DAYORI

ま・ご・こ・ろ

吉田町の集いの場、空白地域を調査し、空白地域に
ふれあいサロンやお茶の間サロンが9か所立ち上が
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民の皆さんが安心して暮らし続け
ることができるようにさまざまな
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● 寄附者ご本人の承諾のもと氏名等を記載しています。（敬称略）

次の皆さまから、あたたかいご寄附をいただきありがとうございました。
お寄せいただきましたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。
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8SHAKYO DAYORI

　介護や支援業務の基礎となる資格取得を目指す講座で、介護の技術や理念
の基礎をしっかりと学び、身につけることができます。介護系で最初に取得す
る資格として最適です。

　全国的に導入が進められている介護助手を安芸高田市でも導入します。今後、市社協では介
護助手養成のための研修を開始予定です。

福祉や介護の事業所で、専門職（福祉・介護職員など）をサポートする職種
です。介護の資格がなくても働くことができ、部屋の掃除や配膳、ベッドメ
イキングなど、福祉や介護の周辺業務を手伝っていただきます。

未経験者にもわかりやすい講義や実技
演習で、業務に必要な基礎知識や技術
を身に付けることができます。

訪問介護ができるようになるので、家
庭環境などに合わせた短時間勤務で業
務に携わることもできます。

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行されています

もくじ

介護職員初任者研修

介護助手を導入します
福祉・介護職員の負担軽減のため

短時間就労知識・経験不問

対　　象 安芸高田市に住民票がある方

定　　員

実施場所

15名　※先着順

ふれあいセンターいきいきの里 （吉田町常友1254-15）

受講期間 14日間

受 講 料 10,000円　※消費税、テキスト代込み
申し込み 安芸高田市社会福祉協議会 介護支援課 ☎47-1133

 総務課 ☎42-2941

介護助手
とは

【広報委員会】　●委員長／浜重 好則　●副委員長／津賀山 とし子　●委　員／冨田 慶子　佐々木 昌莊　片岡 典子　丸山 義捷

あきたかた
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厚 生 労 働 省 認 定 資 格

美土里町北地域で始まった移動販売サービスを利用する皆さん

お知らせ
令和4年度も
開催予定

安芸高田市社会福祉協議会

◆ 令和3年度事業報告
◆ 災害ボランティアセンター資材倉庫を整備しました
◆ 地域福祉会議の取り組み紹介
◆ まごころ
◆ お知らせ
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訂正とお詫び 社協だよりNo.73の4ページ「委員紹介」５段目の会議名「向原地域福祉
会議」が表記されていませんでした。訂正してお詫び申し上げます。


